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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

✓ 老朽化対策・耐震化の推進による経営の安定
　 　・ 基幹施設耐震化（本山浄水場洗浄水槽耐震化工事等／
　　　　　　　　　　　　　　　基幹施設の耐震化目標：令和6年度100％）
　 　・ 基幹管路耐震化の前倒し（耐震化完了令和6年度→令和5年度）
　 　・ 老朽化対策の確実な推進

✓ 地域貢献・地域との共存・共栄
　 　・ 用水送水管から直接給水を行う「応急給水ポイント」の整備（１か所）

✓ 安全・安心の確保に向けた取組
　 　・ 片平取水場の取水機能強化を図るための調査検討
　 　・ 豪雨等による水の濁度上昇に対応するための活性炭設備の容量アップ

本山浄水場

 応急給水訓練

【現　　状】
　松本市、塩尻市及び山形村との受給水協定に基づき水道用水を供給しており、現行料金水準を維持しつつ大規模
地震に備えた耐震化及び老朽化対策を推進するとともに、大規模投資が必要な将来の送水管線の更新時において
も大幅な料金上昇を抑制するため、留保財源を確保していくことが必要。

【目指す姿】
　『安全・安心、安定的な水道水の供給体制の礎を築く』
　・ 経営の健全化に不断に取り組みつつ、安全・安心に加え、災害にもしっかり対応する安定した水道を、将来にわたり運
営
　・ 施設整備の老朽化や耐震化の推進に際しては、整備の優先順位付け、投資額の平準化により、料金収入等の財源との
　　均衡を図る。
　・ 地域における、よりよい水道事業の礎を築くため、市村との共同・連携を進める。

【実施内容】
　・ 耐震化、老朽化対策の推進、「応急給水ポイント」の整備など。
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 決　算　額（B）

令和17年度以降に予定されている送水幹線の更新に向け、用水事業全
体の投資計画を定め、必要な財源を確保する必要がある。

供給単価の大幅な上昇を抑制するため、企業債を活用し、計画的
に建設改良工事を実施しながら、将来の大型投資に必要な財源を
確保していく。

　また、水道法改正を踏まえ、水道の基盤強化を図るため、広域連携の
推進等を図っていく必要がある。
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事　業　名 水道事業（用水供給事業）
部局 企業局

実施期間 S49

水道事業課

成果指標
設定理由

 「長野県公営企業経営戦略」（平成28年２月策定）に基づく指標
　　1・2　財政計画に基づき経常収支比率100％を維持し利益を確保
　　3　投資計画に基づく耐震化の推進

合計（A) 2,187,567

総合的に展開する
重点政策

2-5 地域に根差した産業の振興

86.8

H29年度

82.1

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

管路の耐震適合率
（整備済分)（％）

4-1 県土の強靭化

4-5 地球環境への貢献

2 損　益　(千円)

2,151,255

206,040

　また、県内市町村等と連携して持続可能な経営に向けた広域
化・広域連携策や今後の水道のあり方等について検討を進めてい
く。

322,546

130.4

100,227

107.8

達成状況
の分析

　・ 経常収支比率（経常収益の経常費用に対する比率）及び損益については、供給量及び料金収入が豪雨による流木除去等による送水
　　制限を行ったため当初計画を若干下回ったものの、修繕費等の費用が減少したため、目標を達成した。
　・ 管路の耐震適合率は、計画どおり工事を実施し、目標を達成した。
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課　　題　　等 今後の方向性

13 13

1,847,5041,895,805
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